


祭・学習発表会

美 味しい美味しい佐井中食堂 （佐井 中）

お遊戯おどってはみがきしない子やっつけちゃうぞ－ ／／（原田小） ぼくらは「ケロケ囗ロックンローラー」（長後小中）

「生命のい ぶき」みんなで美しいハーモニーを奏でました（原田小） 美女 ４人の「ＬＯＶＥマシーン」（福浦小中）

真 夜 中 の おもちゃたちのダンスパ ーティー （牛 滝 小 中 ） みんなで創りあげた″手 づくりまつり″まったり・うっとり楽しいな（佐 井 小）



平成・１１年度 文化

大人顔負け Ｏ？）佐井小神 楽（佐井小）

気分はスピード ／／（長後小中） 金八先生と３年Ｂ組のメンバーたち（磯谷小 中）

連続県大会金賞受 賞の名 演奏（佐井中） かわいい雷に大拍手 （福浦小 中）

スーパーダイナマイトチ アガール のパワフルダンス （牛 滝 小 中 ） みんなうっとり甲 「元 禄 もみじ踊り」（磯 谷 小 中 ）



平

盛

‥
年

度

地

域

ス

ポ
ー
ツ
「
．’エ
ス

テ
ィ
バ

ル

十
月
三
十
一
日
（
日
）
、
平
成

十
一
年
度
地
域
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
井
村
チ
ー
ム
は
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
（
佐
井
レ
シ
ー
バ
ー

ズ
・：
福
浦
岳
志
、
中
村
誠
、
中
村

正
美
、
渋
川
麻
衣
子
、
坪
奈
緒
子
）

優
勝
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
（
佐
井
村

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
…

千
葉
悦
治
、
川
村
義
信
、
渋
田
よ

し
子
、
木
部
真
砂
子
）
準
優
勝
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
、
工
藤

金
市
さ
ん

が
二
つ
の
ホ
ー
ル
で

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
を
獲
得
し
、

個
人
の
部
優
勝
を
飾
る
な
ど
、
す

べ
て
の
競
技
に
お
い
て
大
活
躍
を

見
せ
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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平成１１年度

佐
井
村
青
少
年
赤
十
字
活
動
推
進

地
域
指
定
公
開
発
表
会

十
一
月
十
八
日
、
ア
ル
ザ
ス
し

お
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
「
平
成
十
一

年
度

佐
井
村
青
少
年
赤
十
字
活

動
推
進
地
域
指
定
公
開
発
表
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
故
郷
を
愛
し
健
全
で
心
豊
か

な
子
ど
も
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
た
こ
の
発
表
会
に
は
、
村

内
の
小
中
学
生
や
来
賓
、
関
係
者

な
ど
約
二
百
人
が
参
加
し
ま
し

た
。午

前
の
部
で
は
、
代
表
校
の
活

動
発
表
（
佐
井
村
保
育
所
「
こ
ど

も
お
神
楽
」
、
福
浦
小
中
学
校
「
子

ど
も
歌
舞
伎
を
通
し
て
の
交
流
」
、

佐
井
中
学
校
「
お
も
い
や
り
の
心

を
は
ぐ
く
む
奉
仕
活
動
」
、
磯
谷

小
中
学
校
「
好
き
で
す
佐
井
村
し

と
青
少
年
赤
十
字
国
際
交
流
「
夕

イ
訪
問
の
翼
」
報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
の
部
で
は
、
「
赤

十
字
と
国
際
人
道
法
」
と
題
し
て
、

日
本
赤
十
字
社

井
上
忠
男
氏
の

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
赤
十
字
の
旗
ひ

る
が
え
る
里
と
し
て
、
地
域
・
住

民
が
一
体
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

赤
十
字
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

井上忠男 氏の講演「赤十 字と国際人道法」 磯谷小中学校 「好 きで す佐井村」

第１８回 ナイターバレーボール大会

毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
ナ
イ
タ
ー
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
も
、
今
年

で
十
八
回
目
を
数
え
、

十
月
四
日
か
ら
十
一
月

八
日
ま
で
の
約
一
ヶ
月

間
に
わ
た
り
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。今

年
は
、
男
子
・
女

子
と
も
に
六
チ
ー
ム
が

参
加
。
男
子
は
、
優
勝

決
定
戦
ま
で
も
つ
れ
込

む
大
接
戦
を
制
し
た
与

世
亜
爪
チ
ー
ム
が
、
女

子
は
、
圧
倒
的
な
強
さ

を
見
せ
た
笑
球
会
チ
ー

ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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啝 劼Ｓｒがｊ：リ

川水町百康法

食品の噛みこなえ度の目安

※数が大きくなるほど、噛 みご たえ も増し ます。

‐１
噛
む
」こ
と
は

と
て
も
大
切
な
こ
と

「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
」
と
い

う
意
識
を
、
私
た
ち
は
当
た
り
前

の
よ
う
に
持
っ
て
い
ま
す
。
「
噛

む
」
こ
と
の
主
な
役
割
は
、
固
い

食
物
を
消
化
し
や
す
く
す
る
こ
と

で
、
ま
た
、
あ
ご
の
骨
や
筋
肉
が

鍛
え
ら
れ
、
豊
か
な
表
情
や
美
し

い
歯
並
び
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
そ

の
他
に
、
こ
の
規
則
的
な
働
き
は

脳
を
剌
激
し
、
脳
細
胞
の
働
碚
乳

活
発
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
痴
呆

予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

歯
ご
た
え
の
あ
る
食
品
で

よ
く
噛
む
習
慣
を

現
代
の
食
べ
物
は
、
肉
な
ど
に

顕
著
な
よ
う
に
、
柔
ら
か
い
食
べ

物
が
高
級
で
あ
る
か
の
よ
う
な
風

潮
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
歯
や

あ
ご
や
脳
の
た
め
に
も
、
噛
み
ご

た
え
の
あ
る
食
品
を
な
る
べ
く
メ

ニ
ュ
ー
の
中
に
と
り
こ
ん
で
い
き

ま

し

ょ
う

。

『噛む』効果を知ろう

じ →肥満を防止する

⑤ゝ →味覚の発達を助ける

し、 →言葉の発音をはっきりさせる

① →脳の発達を促す

し →歯の病気を予防する

か宍 →がんを予防する

仁一 →胃の調子をよくする

足 →全力投球できる

食 品 交 換 リ ス ト

・食 パ ン→ フランスパン
・白 米→ 玄 米
・ハンバーグ→ ビーフステーキ
・切り身の魚→ 頭から食べられる魚
・レタス中心→ セロリやにんじんを

のサラダ 加えたサラダ
・缶詰の果物→ りんごなど生の果物

ちよつと Ｄ
Ｅ 提供 食生活改善推進員

～乳製品を料理に使つてみませんか～

鶏ささみの黄 金 焼 き （１人分 １７３ｋｃａｌ）

鶏ささみ １本 青じそ １枚

スライスチーズ １枚

こしょう 少々 小麦粉 少々

卵黄 １個

衣
｜

パセリ（みじん切）大さじ１

スキムミルク 小さじ１

サラダ油 小さじ１池

サラダ菜 １枚 ミニトマト ２コ

＜作り方＞

①ささみは薄くひらいて、閤に青じそとチー

ズをはさみ、こしょうをふる。

②小麦粉を薄＜はたいで衣をくぐらせる。

③フライパンにサラダ油を入れ、きれいな焼

き色がつ＜程度に焼＜。

④器にサラダ菜を敷き、食べやすく切つたさ

さみを盛りつけミニトマトを添える。



第２回（全６回）

要介護認定つてなあに？
介護保険のサービスを利用するにぱ 介護が必要な状態であるかどうが について、

市区町村から認定を受けなければなりません。この手続きを「要介護認定」といいます。

申請は本人や家族が行う ほ

か、専門の事業者などに依

頼して行うことも でき ます。

認定の効果は申請日にさか
のぼりますので、申請をす

ればその時点からサービス

を利用できます。

利用者（被保険者）

申 三主
Ｓ

市町村・特別区

認 定 調 査

市町村・特別区の職員、あるいは委託を受け た介

護支援専門員（ケアマネージャー）が申 請者本人

を訪れ、心身の状態について調査を行い ます。

主 治 医 意 見 書

医学的所見や、介護サービスを提

供するうえでの留意事項などに関

する意見記載を依頼します。

コンピュータによる判定

心身の状態などの調査の

結果をコンピュータに入

力し、介護の手間の程度

を推計します。

書 き 取 って き た 事 項

調査項目に関連して介護

の手間に影響を与える 事

項があれば書き取り、調

査を行います（特記事項）。

介 護 認 定 審 査 会 に よ る 審 査 判 定

保 健 一医療 ・福祉の学識経験者によって、コンピ ュータによる 判定結果を 原案とし、主治医

意見書および調査の際に書き取ってきた事項の内容を 加味して、 寝たきり や痴呆など介護保

険の対象 になるような常時介護が必要な状態（要介護状態）である かなど について、総合的

な審 査判定 が行 われます。

認定 結果 に不 服がある場合、

都道府県の「介護 保険審査会」

に申し 立て ができま す
Ｏ認 定 非該当

申請日から原則として３０日以内に、要介護認

定の結果が文書で通知されます。

＊要介護認定は原則として６か月ごとに見直

されますが、状態が大きく変化した場合は、

その間でも変更の認定を申請できます。

介護保険のサービスは受けられません。

＊認定を受けなかった方でも、市区町村

独自の事業として実施される介護保険

以外の福祉サービスを受けられる場合

があります。

お問い合わせは、市町村・特別区へ

厚生省 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｈｗ．９０．ｊｐ



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

交 通 事 故 死 ゼ 囗

みんな で達成しよう ！

次 の目 標 は１，０００日

ただいまの記録（１２／１現在）

７ ２ ６ 日

緊
急
事
態
！
原
付
バ
イ
ク
事
故
多
発

今
年
に
入
り
、
原
付
バ
イ
ク
の
関
係
す
る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
十
月
十
四
囗
、
大
間
警
察
署
の
協
力
の
も
と
、
白
バ
イ
隊
員

を
講
師
に
原
付
バ
イ
ク
講
習
会
を
ア
ル
ザ
ス
駐
車
場
で
開
催
し
ま
し

た
。当

日
は
、
二
十
五
歳
か
ら
八
十
歳
ま
で
の
免
許
保
有
者
三
十
一
名
が

参
加
し
、
バ
ラ
ン
ス
走
行
、
交
差
点
で
の
一
時
停
止
、
曲
り
角
走
行
や

駐
車
車
両
追
抜
き
な
ど
の
実
技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

「
光
る
反
射
ベ
ル
ト
を
身
に
っ
け
て
」

佐
井
村
交
通
安
全
毋
の
会

書
記

奥
本

昌
子

日
が
落
ち
る
の
が
早
い
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

夜
の
外
出
時
に
は
、
運
転
者
か

ら
見
え
る

。光
る
反
射
材
”
を
身

に
っ
け
て
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

村
で
は
、
平
成
十
年
三
月
議
会

で
「
交
通
安
全
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
。
三
十
五
名
の
交
通
安
全

教
育
指
導
員
を
任
命
し
、
昨
年
、

村
内
全
世
帯
に
「
反
射
ベ
ル
ト
」

を
配
布
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

家
に
は
、
こ
の
反
射
ベ
ル
ト
や

靴
・
サ
ン
ダ
ル
の
か
か
と
に
貼
る

ヒ
ー
ル
ラ
イ
ト
が
あ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
の
反
射
材
は
、
自
動

車
の
ラ
イ
ト
を
反
射
し
、
自
分
の

存
在
を
暗
い
夜
道
で
も
運
転
手
の

方
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
歩
行
者
や
自
転
車
に
乗
っ
て

い
る
人
か
ら
は
、
車
の
ラ
イ
ト
が

眩
し
い
く
ら
い
明
る
く
見
え
ま
す

が
、
運
転
者
か
ら
は
歩
行
者
の
近

く
ま
で
来
な
い
と
そ
の
存
在
が
わ

か
ら
な
い
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
外
出

時
に
は
、
す
ぐ
に
手
に
取
れ
る
よ

う
な
場
所
（
例
え
ば
玄
関
や
く
っ

箱
の
そ
ば
）
に

。光
る
反
射
材
”

を
置
い
て
身
に
っ
け
る
よ
う
に
し

て

は

い
か

が
で

し

ょ

う

か

。

お

年

寄

り

の

方

は

、

車

が
近

づ

い
た

ら

「
見

る
！
・
止

ま

る
！

待

つ
！
・
」

の
三

原

則

を

心

掛

け

、

よ

く

安

全

を

確

か

め
て

か
ら

歩

行

し

、

交

通

事

故

か
ら

我

が
身

を

守

り

ま

し

ょ

よ
父
通

安
全

は

家

庭

か

ら

ｌ
ｙ

家

族

み
ん

な
で

話

し

合

い
、

交

通

安

全

運
動

を

推

し

迪

め
、

事

故

の
な

い
明

る
く

住

み

よ

い
村

に

し

ま

し

ょ
う

Ｏ



で

ら
佐
井
駐
在
所

登
⑩
ｐ
’２

１
Ｓ

に

高 橋 克 也
特 徴 身長１７３センチ位 中肉

頭が大きい まゆ毛濃い

菊 池 直 子
特 徴 身長１５９センチ位 まゆ毛

とまゆ毛の間に横一文字

のキズあり 右こめかみ

に小豆位のホク囗 右目

、 下に１ミリ位のホク囗

平 田 信
特徴 身長１８３センチ やせ型

面長 ひげが濃い

がに股 大股で歩く

犯

罪

捜

査

に
ご

協

力

を

／
’

指
名
手
配
者
は
殺
人
、
強
盗
な

ど
の
凶
悪
事
件
、
暴
行
・
傷
害
な

ど
の
粗
暴
事
件
、
窃
盗
事
件
、
詐

欺
横
領
な
ど
の
知
能
事
件
に
関
し

手
配
さ
れ
て
い
る
者
で
、
再
び
犯

行
を
繰
り
返
す
お
そ
れ
が
あ
り
、

早
期
に
検
挙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
者
ば
か
り
で
す
。

そ
の
た
め
、
警
察
で
は
全
国
警

察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を

行
い
、
こ
れ
ら
犯
罪
者
の
早
期
検

挙
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

指
名
手
配
犯
人
に
よ
く
似
た
人

を
見
か
け
た
な
ど
、
ど
ん
な
さ
細

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
警
察

に
通
報
す
る
よ
う
ぉ
願
い
し
ま
す
。

◆
被
害
に
あ
っ
た
ら
届
け
出
を
／・

◆
「
事
件
か
な
」
と
思
っ
た
ら
迷

わ
ず
一
一
〇
番
を
／・

◆
犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ

と
は
積
極
的
に
通
報
を
／・

◆
聞
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
／

あ
な
た
の

二
言
が
難
事
件
解
決

の
鍵
と
な
る
の
で
す
。

飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
た
場
合
、

高
額
な
罰
金
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

免
許
の
取
り
消
し
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
も
し
、
人
を
死
傷
さ
せ
、
そ

れ
が
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ

た
と
し
た
ら
…
ど
う
し
ま
す
か
？

飲
酒

運
転
は
破
滅
へ

の
道
で

す
。
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

テ
ロ

ー
ゲ
リ
ラ
の
根
絶
！

不
審
者
の
発
見
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

防
犯
指
導
隊
紹
介

子
供
た
ち
の
夏
休
み
な
ど
を
中

心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
く
れ
て
い
る
防
犯

指
導
隊
の
方
々
で
す
。
制
服
も

Ｉ

新
し
て
、
村
の
安
全
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
月
は
五

人
紹
介
し
ま
す
。

角本 一男さん 田名部 久さん 中村 喜一さん

竹内 修さん 樋口 達也さん

今
年
も
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

本
県
に
お
い
て
は
カ
モ
類
は
十
一

月
一
日
か
ら
、
そ
の
他
の
狩
猟
鳥

獣
に
つ
い
て
は
十
一
月
十
五
日
か

ら
狩
猟
が
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
国
的
に
狩
猟
に
よ

る
事
故
や
違
反
が
絶
え
ず
、
死
者

や
負
傷
者
が
出
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
故
原
因
は
、

☆
斜
面
で
転
倒
し
た
際
の
暴
発

☆
発
射
方
向
の
安
全
不
確
認

☆
獲
物
と
間
違
っ
て
の
誤
射

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
一
度
、
基
本
事
項
を
確
認
し

違
反
、
事
故
の
な
い
よ
う
注
意
し

て
楽
し
い
狩
猟
に
し
て
く
だ
さ
い
。



福浦地区に『歌舞伎の館』完成

福
浦
地
区
に
百
年
以
上
伝
わ
る
伝
統
の
「
福
浦
の
歌
舞
伎
」
を
後
世
に
伝
え

よ
う
と
、
村
が
建
設
を
進
め
て
い
た
「
歌
舞
伎
の
館
」
が
い
よ
い
よ
完
成
し
ま

し
た
。

歌
舞
伎
の
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
定
期
的
な
公
演
が
で
き
る
観
劇
ス

ペ
ー
ス
も
備
え
ら
れ
、
伝
統
芸
能
を
観
光
面
に
も
生
か
す
施
設
と
し
て
、
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

丸 太柱は樹齢２００年 のヒ バ材 を使用

「歌舞伎 の館」 は福 浦小中学校に隣接していま す

３００人が収容できる観劇スペース 約４０台分の駐車場を完備

「
歌
舞
伎
の
館
」
は
、
福
浦
漁

港
に
も
近
い
福
浦
小
中
学
校
わ
き

の
約
五
千
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の

敷
地
に
あ
り
、
木
造
一
部
鉄
骨
づ

く
り
で
、
正
面
に
は
樹
齢
二
百
年

近
い
直
径
四
十
セ
ン
チ
～
六
十
セ

ン
チ
の
ヒ
バ
材
の
丸
太
柱
が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

延
べ
約
五
百
七
十
平
方
メ
ー
ト

ル
の
館
内
に
は
、
三
百
人
が
収
容

で
き
る
観
劇
ス
ペ
ー
ス
や
、
定
期

の
上
演
時
以
外
で
も
歌
舞
伎
を
映

像
で
鑑
賞
で
き
る
映
像
設
備
、
福

浦
の
歌
舞
伎
を
含
む
芸
能
文
化
展

示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
観
光

に
も
対
応
で
き
る
本
格
的
な
施
設

に
な
っ
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
四
日
に
は
、
落
成

式
が
行
わ
れ
、
こ
け
ら
落
と
し
を

兼
ね
て
三
番
叟
、
忠
臣
蔵
五
段
目

が
上
演
さ
れ
る
な
ど
、
大
い
に
盛

り
あ
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

歌舞伎の資料展示コーナー



石どｉ ？ヽｉｉ

人 工 地 盤 安 全 祈 願 祭

十
月

十
九

囗
、
牛

滝

漁
港

で
、
県
内

第
一

号
と

な

る
「
牛

滝
漁

港
修
築

事
業

用
地

（
高

床

式
人

工
地

盤
）
築

造
工

事

」

の
安

全
祈
願

祭

が
行
わ

れ
ま

し

た

。

こ

の
人
工

地
盤

は
、

隕
ら

れ
た

漁
港
用

地

の
有
効

利
用

を
目

的
と
し

て
整

備

さ
れ

る

も

の
で
、
将

来

、
一

階
部
分

は
、
荷
捌
施

設
、
活

魚
施

設
、

製
氷

室
な

ど
、
二
階

部
分

は
、

魚
網

の
修

理
場

や
干

場

と
し

て
利

用
さ

れ

る
こ

と

に
な

っ

て

い
ま
す

。

こ

の
事
業

は

、
来
年

度
完

成
を

目
指
し

て

い
ま
す

。

ＩＬＯＶＥ下北自然とともに健康増進

十

一
月
五

日

、
む

つ
市
公

民

館

で
、
Ｉ

Ｌ

Ｏ
Ｖ

Ｅ

下

北

自

然

と

と

も

に

健

康

増

進
む

つ
・
下

北
大

会

が
開
催

さ

れ
ま
し

た
。

こ

の
大
会

は

、
住
民

が
明

る
く

生
き

生
き

と
暮

ら
し
て

い
け

る
よ
う

な

健
雍

づ
く
り

の
手

法
を

普
及

さ
せ

て

い
く

こ

と

を
目

的
に
行

わ

れ
て

お

り

、
佐
井

村
保

健
協
力

員

は
、

健
診

の
大

切
さ

や

ガ
ン
を
予

防
す

る
食
品

に

つ

い
て
の
健

康
劇

を
上

演
し

ま
し

た
。

わ

か
り

や
す

い
内

容
と
抜

群

の
演
技
力

で

、
好

評
を
得

て

い
ま
し

た
。

佐井中吹奏楽部定期演奏会

佐
井
中
学
校
吹
奏
楽
部
定

期
演
奏
会
が
十
一
月
二
日
、

ア
ル
ザ
ス
し
お
さ
い
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
記
念
す
べ
き
二
十

回
目
を
迎
え
た
こ
の
演
奏
会

で
は
、
三
十
二
名
の
部
員
た

ち
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
、
演
奏
や
合
唱
な

ど
で
、
息
の
合
っ
た
見
事
な

（

Ｉ
モ
ニ
ー
を
ホ
ー
ル
い
っ

ぱ
い
に
響
か
せ
ま
し
た
。

三
年
生
は
、
こ
れ
が
最
後

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
集
ま

っ
た
多
く
の
父
母
や
児
童
だ

ち
か
ら
は
、
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

子ども会育成連合会創立３０周年

十

一
月

十
四
日

、

ア
ル

ザ

ス
し

お

さ
い

ホ
ー
ル

で
、
佐

井
村

子

ど
も
会

育
成

連
合
会

創
立

三
十

周
年
記

念
式

典

が

行

わ
れ
ま

し

た
。

佐

井
村

子

ど
も
会

は
、

昭

和
四

十
四

年

に
、
佐
井

村
子

ど
も
会

育
成

連
合
会

と
し

て

発
足

し

、
平

成
七

年

の

ぬ
い

ど
う

子

ど
も
会

（
福

浦
）

の

結

成
に

よ
り
、
村

内

全
地
域

に
子

ど

も
会
組

織

が
つ
く

ら

れ
ま

し

た
。

式

で
は

、

ぬ
い

ど
う

子

ど

も
会

に

よ
る
神

楽
「
平
獅

子
」

の
上

演

も
あ
り

、
式

典

に
花

を
添

え

て

い
ま

し

た
。



お知らせ

コーナー

控
除
の
対

象
に

な
り
ま
す

申
告
を
忘
れ
ず
に

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
一
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
回
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料

は
、「
社
会
保
険
料
控
除
」
と
し

て
全
額
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま

す
。申

告
で
き
る
の
は
、
平
成
十
一

年
分
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
過

去
に
未
納
に
な
っ
て
い
た
保
険
料

を
納
め
た
場
合
な
ど
、
平
成
十
一

年
中
に
納
め
た
全
部
の
額
で
す
。

世
帯
主
の
保
険
料
だ
け
で
な

く
、
家
族
の
分
と
し
て
納
め
た
保

険
料
も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

一

平
成
十
一
年
の
保
険
料
額

・
定
額
保
険
料

一
月
～
十
二
月

月

額

匸

一
、
三

〇

〇

円

・

付

加

保

険
料

月

額

四

〇

〇

円

■

問

い
合

わ

せ

役

場

住

民

福

祉

課

国

民
年

金

係

公

⑩
ｎ
乙
１

１

Ｔ

国

民

年

金

保

険

料

納

め

忘

れ

は

あ

り

ま
せ

ん

か

国

民

年

金

は

、

老

後

の

生

活

を

保
証

す

る
制

度

で

、
二

十

歳

か

ら

六

十

歳

に
な

る
ま

で

の

四

十
年

間

納

め

る
こ

と

に

な

っ
て

い
ま

す

。

み

な

さ

ん
は

、

保

険

料

を

毎

月

き

ち

ん
と

納

め

て

い
ま

す

か
？

中

に

は

、
「

つ

い
う

っ

か
り

」

納

め

忘

れ
た

と

い
う

方

も

い

る
の

で

は

な

い
で

し

ょ

う

か

。
「

つ

い
う

っ

か
り

」

で
、

せ

っ
か

く

の
年

金

が

受

け

ら

れ
な

い
、

ま

た

は

、

年

金

額

が
少

な
く

な

っ
た

り

す

る
こ

と

の

な

い

よ
う

に

、

必

ず

決

め

ら

れ

た
期

日

ま

で

に
納

め
ま

し

ょ

う

。

口
座

振
替

や
納

付

組

織

を

活

用

し

た
便

利

な

納

付

方

法

も

あ

り

ま

す

。な

お

、
保

険

料

の
納

付

が
困

難

な
場

合

も
、

そ

の
ま

ま

に
し

な

い

で

、

一

度
国

民

年

金

係

へ

ご
相

談

く

だ

さ

い

。

■

問

い
合

わ

せ

役

場

住
民

福

祉

課
国

民

年

金

係

公
⑩
ｎ
乙
Ｔ
↑
上
工

出

稼

労

働

者

意

識

調

査

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

現
在
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中
、

出
稼
求
人
の
減
少
、
求
人
条
件
の

制
限
な
ど
に
よ
り
、
働
き
た
く
て

も
出
稼
に
行
け
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

青
森
県
で
は
、
（
財
）
青
森
県
出

稼
協
会
を
通
じ
て
、
県
内
の
出
稼

労
働
者
全
員
に
対
し
て
、
意
識
調

査
を
実
施
し
、
出
稼
者
の
地
元
雇

用
機
会
の
剔
出
と
、
出
稼
ぎ
解
消

策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

調
査
は
、
期
間
中
に
調
査
員
が

調
査
票
を
訪
問
配
布
し
、
一
月
上

旬
に
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
で
調
べ
た
こ

と
は
、
出
稼
解
消
策
策
定
以
外
の

目
的
に
使
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

対
象
者

出
稼
労
働
者
全
員

■
調
査
期
間

平
成
十
一
年
十
二
月
十
六
囗
～

平
成
十
二
年

一
月
十
五
日

■
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
住
民
係

登
⑩
り乙
１
１
１

国

の

教

育

ロ

ー

ン

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
教
育
に

関
す
る
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
を

軽
く
し
、
教
育
の
機
会
均
等
を
図

る
た
め
、
公
的
な
融
資
制
度
で
あ

る
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
金
利
が
低
く
、

手
続
き
が
簡
単
で
す
か
ら
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
利
用
で
き
る
方

専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
大
学
、

短
大
な
ど
へ
入
学
・
在
学
す
る

本
人
ま
た
は
そ
の
保
護
者
で
、

前
年
の
年
収
が

Ｉ
、
一
一
一
〇
万

円
（
事
業
所
得
者
の
場
合
は
、

九
九
〇
万
円
）
以
内
の
方
。

■
融
資
額一

人
に
つ
き
二
〇
〇
万
円

■
返
済
期
間

十
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
、

母
子
家
庭
は
十
一
年
以
内
）

■
据
置
期
間

在
学
期
間
以
内

一

使
い
み
ち

・
入
学
時
に
必
要
な
費
用
（
入
学

金
な
ど
の
学
校
納
付
金
、
受
験

費
用
、
そ
の
他
入
学
に
際
し
必

要
な
費
用
）

・
在
学
中
に
必
要
な
費
用
（
授
業

料
な
ど
の
学
校
納
付
金
、
下
宿

代
な
ど
住
居
に
か
か
る
費
用
、

通
学
に
要
す
る
交
通
費
及
び
学

生
の
国
民
年
金
保
険
料
）

■
利
串

年
二

こ
二
％
（
固
定
）

※
十
一
年
十
月
一
日
現
在

■
問
い
合
わ
せ

国
民
金
融
公
庫
青
森
支
店

公
Ｏ
↑
⊥
７
７
⑩
２
３
３
１

佐井村に新しい商店街潮 風 協 同 組 合
毎月第２・第４日曜日は商店街大売出し∬

（第３日曜日は定休日）



法

定

調

書

の

提

出

一
月
三
十
一
日
ま
で

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用

料
な
ど
の
支
払
い
者
は
、
そ
の
支

払
い
ご
と
に
住
所
・
氏
名
・
支
払

額
な
ど
を
記
載
し
た
書
類
（
法
定

調
書
）
を
税
務
署
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
法
定
調
書
は
、
一
年
間

の
支
払
分
を
取
り
ま
と
め
て
、
平

成
十
二
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
に

提
出
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

む
っ
税
務
署

ａ

⑩
７
４
８
４

県

立

む

つ

高

等

技

術

専

門

校

学

生

募

集

平
成
十
二
年
度

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
次
の
と
お
り
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
定
員

○
木
造
建
築
科

二
十
名

○
配
管
科

二
十
名

一

受
験
資
格

○
木
造
建
築
科

中
学
校
二

咼
等
学
校
卒
業
見
込

者
（
平
成
十
二
年
三
月
卒
業
予

定
）
ま
た
は
義
務
教
育
卒
業
者

○
配
管
科

離
転
職
者
な
ど
（
公
共
職
業
安

定
所
で
求
職
中
の
方
）

■
受
付
期
間

○
木
造
建
築
科

平
成
十
二
年
一
月
五
日
～

平
成
十
二
年
一
月
二
十
八
日

○
配
管
科

平
成
十
二
年
一
月
五
日
～

平
成
十
二
年
二
月
二
十
四
日

■
試
験
期
日

○
木
造
建
築
科

平
成
十
二
年
二
月
七
日

○
配
管
科

平
成
十
二
年
三
月
三
日

一

修
学
期
間

○
木
造
建
築
科

二
年
間

○
配
管
科

一
年
間

■
修
学
経
費

・
授
業
料
は
無
料

た
だ
し
、
教
科
書
、
作
業
服
な

と
は
、
自
己
負
担
で
す
。

・
寄
宿
舎
有
（
月
額
約
三
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
学
校

学
生
係

音
図
１
２
３
４

県
立
海
洋
学
院
生
徒
募
集

平
成
十
二
年
度

県
立
海
洋
学
院
で
は
、
次
の
と

お
り
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

」
募
集
定
員

二
十
名

■
受
験
資
格

男
女
及
び
年
齢
を
問
わ
ず
、
中

学
校
卒
業
以
上
の
学
歴
を
有
す

る
も
の

■
受
付
期
間

平
成
十
二
年
二
月

三
日
～

平
成
十
二
年
二
月
十
五
日

一

提
出
書
類

・
入
学
願
書
（
写
真
添
付

こ
二
皿

×
三
ｍ
判
、
上
半
身
脱
帽
）

・
履
歴
書

・
健
康
診
断
書

・
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書

※
入
学
検
定
料
は
無
料

■
試
験
期
日

平
成
十
二
年
二
月
下
旬
～

平
成
十
二
年
三
月
三
日

■
試
験
会
場

青
森
市
、
八
戸
市
、
む
つ
市
、

鰺
ヶ
沢
町

」
合
格
発
表

平
成
十
二
年
三
月
中
旬

■
入
学
日

平
成
十
二
年
四
月
十
一
日

一

修
学
期
間

一
年
間

■
修
学
経
費

・
授
業
料
お
よ
び
寮
費
は
無
料

た
だ
し
、
食
費
、
学
院
外
研
修

費
、
取
得
講
習
費
が
必
要

・
入
学
時
別
途
納
入
金

五
〇
、
〇
〇
〇
円

（
実
習
服
、
研
修
服
、
合
羽
、

長
靴
、
教
材
費
代
）

・
研
修
教
育
資
金
貸
付
制
度
（
無

利
子
）
有

■
問
い
合
わ
せ

八
戸
市
鮫
町
字
下
盲
久
保

２５
－

１３１

青
森
県
立
海
洋
学
院

教
務
課

昔
０
１
７
８
⑩
０
０
４
（
リ

自

衛

官

募

集

平
成
十
二
年
度

自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

一

種
目

自
衛
隊
生
徒

■
受
験
資
格

中
卒
（
見
込
）
～
十
七
歳
未
満

の
男
子

■
受
付
期
間

平
成
十
一
年
十
一
月
四
日
～

平
成
十
二
年

一
月
四
日

■
試
験
期
日

・
一
次
試
験

平
成
十
二
年
一
月
五
日

・
二
次
試
験

平
成
十
二
年
一
月
二
十
二
日
～

平
成
十
二
年
一
月
二
十
六
日

■
試
験
会
場

・
一
次
試
験

下
北
文
化
会
館

・
二
次
試
験

青
森
市
内

■
合
格
発
表

・
一
次
合
格

平
成
十
二
年
一
月
十
七
日

・
最
終
合
格

平
成
十
一
一
年
二
月
二
十
二
日

■
入
隊
日

平
成
十
二
年
三
月
下
旬

一

待
遇
等

・
修
業
年
限
四
年

・
卒
業
時
に
三
等
陸
・
海
・
空
曹

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部

む
っ
募
集
事
務
所

昔
⑩
７
４
８
４

むつ科学技術館だより

【１２月 のイベ ント 】

１２月２５日（土）にクリスマス特別イベントを開催

いたし ます。色々なイベントを用意してお待

ちしております。

≪年末・年始休館日のお知らせ≫

１２月２７日（月卜 １月４日（火）は休館いたします。

新年は１月５日（水）から開館いたし ます。

製 造 事 業 所 の み な さ まへ

統 計 調 査 に 御 協 力 く だ さ い

１２月３１日現在で、次の統計調査が同時に行われます。

・平成１１年工業統計調査 一 製造事業所の実態を調査

・平成１１年石油等消費 従業者３０人以上の製造事業所
－

構造統計調査 の石油などの消費実態を調査

本年１２月から来年１月にかけて調査員がお伺いします。

なお、調査票に記入していただいた内容については、統計

法に基づき秘密が厳守されますので、数字などの正確な御記

入をお願いします。



県無形民俗文化財
“ 福 纎 の 歌 舞 儘 ” 食 繽 毳

■■㎜㎜■＝Ｘ Ｉ■ ■ ㎜ ㎜ ■■■ ■

福浦の歌舞伎を鑑賞しながら海の幸に舌鼓みＺダ

期日 平成１２年２月２６日出・２７日（日Ｄ 募集人員 吝４０名 ・・ ／２Ｅ１５Ｂ火

代金１５，０００ｎ
１泊３食

お土産付き

【１日目】アスパム前（１１：（）Ｏ） 野辺地（１２：１０） 田名部駅（１３：３０）

川内陶芸センター（１４：３０） 仏 ケ浦眺望 福浦（１６：００）

歌舞伎 の館にて食談義（１７：１５） →各宿泊所 へ（２０：００）（宿泊施設は旅館または

民宿）

【２日目】宿泊所（８：３０）一 佐井アル ザスで木工体験及び昼食（９：００～１２：３０）

本州 最北端大間崎（１３：００） 野辺地（１５：３０） 青森

アスパム解散（１６：４０）（最寄り のバス停 で下車可能）

代金７，０００ｒ 夕食と
お土産付き

田名部駅（１４：００） 大畑（１４：３０） 大間（１５：３０） 佐井アルザス

（１６：００） 福 浦歌舞伎 の館 にて食談義（１７：１５）

食談義終了 後（２０：００） 佐井ア ルザス（２０：３０） 大間（２１：００）

大畑（２２：ＤＯ） 田名 部駅解散（２２：３０）（最寄りのバス停で下車可能）

お
問
い
合
わ
せ
先

お

申

し

込

み

● 旅行取扱主催

青森県知事登録国内旅行業第２－４１号 鰯全国旅行業協会会員

㈲ 下 北 旅 行
〒０３５－００４１むつ市金曲一丁目８番１２号
〔旅行業務取扱主任者〕杉山 毅／下北交通㈱内
ｔｅｌＯ１７５－２３３１１７ ｆａｘＯＩ７５－２３４６８２

佐井村
福浦の歌舞伎食談義実行委員会
〒０３９－４７１１下北郡佐井村糠森２０番地
佐井村役場企画調整課内
ｔｅｌＯ１７５－３８－２１１１ ｆａｘＯＩ７５－３８２４９２

戸籍の窓口 １１月１５日現在

○お誕生ヤグ？でとう ユ
うＵ

宮木 詩織（勝 夫）矢 越 和田 康志（ 覚 ）古佐＃

Ｏおくやみ申し上げます

大石 榮（ 實 ）長 後 大堀 史郎（三樹夫）大佐井

東出 ユキ（若 男）饑 谷

氷個人のプライバシーを尊重する意味で、掲載して欲しくない方は、
届出の際、係に申し出てください。

佐井村の人口
１０月３１日現在

男 １，６０７（－３）

女 １

計 ３，２０９（土 ㈲

世帯数 １，１１４（－１）

（ ）内は前月比

“お 正 月 は 下 北 交 通 の ふ るさとバ スで 夕９●ｒ佐井爿＝ Ｓ・東京
◆帰省パス（上野→むつ・佐井方面）
・ 平成１１年１２月２５日・２６日・２７日・２８日・２９日・３０日

上野公園第¬駐車場（２〔〕：００）発⇒大畑（８：３０）羞 佐井（１〔〕：２１）着
ｌｔⅢ腿よｌＪＲ：５５９含糊バスヘ郵 瀰 齠

■平成１２年１月５日・６日・７日・８日・９日・１０日・１１日

上野公園第一駐車場（８：００）発ゆ大畑（２０：３［］）羞 奈 佐 井 方 面へ の 定期 バ スの 接続 は

ございま せんの でご注 意ください

◆上京バス（佐井・むつ→上野方面）

■平成１１年１２月２４日・２５日・２６日・２７日・２８日・２９日

佐井（５：１９）大畑駅（７：００）発ゆ上野公園第一駐車場（１９：３０）着

（佐井車庫発の定期バスに乗車で大畑駅降車）
■平成１２年１月３日・４日・５日・６日・７日・８日・９日

佐井（１７：０２）大畑駅（１９：００）発ゆ上野公園第一駐車場（７：３０）着

唯井車庫発の定期バスに乗車で大畑駅降車〕

◇運 賃（税込み）

往復割引発売
乗車券を、往復でお求めになるとお ｉ号です。

復路が一割引になります。

○お申込み・お問合せは

・下北交通株式会社 むつバスターミナル 登（０１７５）２２－８６５０

・下北交通株式会社 大 畑 出 張 所 登（０１７５）３４－２３２５

・下北交通株式会社 本 社営業 企 画部 登（０１７５）２３－３１１１
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